
印刷して学⽣
みなさんで

お読みください︕

私たちは持続可能な開発⽬標(SDGs)を⽀援しています。
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⽴命館⽣協
⾃⼰分析ワークショップ

取り組み概要
⽇時：10/29(⼟)、11/15(⼟)
場所：Zoom
参加者数や組合員の反応：
2⽇間合わせて26名の参加があった。
個別のプロファイリングの反応も良好。

POINT.1

これから就職活動を始めていく2回⽣に向けて、⾃⼰分析ワーク
ショップが開催されていました。「⾃分にはまだ早い」と他⼈事のよ
うに捉えず、⾃⾝を⾒つめ直してもらうような内容となっていました。
このワークショップには、将来について考えることはできたけど、

何から始めたらよいかわからない、という組合員が多く参加している
ようでした。そのような組合員に対して、具体的な⼀歩を提案するこ
とができています。

就職活動を始める第⼀歩

POINT.2

このワークショップでは、SEQを活⽤した⾃⼰分析が⾏われていま
した。事前に受診したSEQの解析を⾏い、モチベーショングラフに関
連付けることで、⾃⾝の⼈⽣を振り返っていく時間となっていました。
さらに、⾏った⾃⼰分析は全体の場で共有し合っていました。
SEQを通して、組合員に⾃分⾃⾝のことを知り、分析することの⼤

切さを感じてもらうことができていました。インプットとアウトプッ
トを⼤事にしたワークとなっています。

SEQで伝える⾃⼰分析の必要性

背景や概要：9⽉に開催された将来について考
える会から、実際に⾏動を起こしてみる場とし
て⾃⼰分析ワークショップを開催。⾃⼰分析に
はSEQを使⽤し、⾃⾝と向き合うことができる
ような内容となっていた。

ご質問や[ Kʼs NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください︕
ブロック学⽣事務局 [ ⼤前 真悠 ] 

Omae.Mayu@univ.coop

POINT.3

ワークショップには特典として、 SEQの結果を⽤いたプロファイリ
ングの受講がついてくるようになっていました。⽴命館⽣協職員のプ
ロファイラーと1対1で⾃⾝の⾏動を再確認することで、今後の⽬標⽴
ての参考にしてもらうための時間となっていました。
⼀度の説明会だけでなく後⽇に個別対応を⾏うことで、より丁寧な

キャリア形成⽀援が可能となっていました。組合員⼀⼈ひとりのなり
たい姿を把握し、寄り添うことができています。

プロファイリングでなりたい姿を⽀援
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